





















































































































今は 1 年に 1 回しか集わなくなりましたが、自分の原点である母校創価大学に同窓の
友と集い、ここを出発点として、決意する。こういう活動を2４年間続けてきました。









































く質問を受けました。初任者研修、 2 年次研修、 3 年次研修、中堅研修等について説
明をしました。










んでいたりしても 1 年に 1 回集い会える場、心を充電できる場になればいいなと思っ
ています。
　最後に、これから副校長としての具体的な指針にしていきたい創価教育の父・牧口
先生の行動をご紹介します。
　「牧口は、校長室にいることが珍しく、いつも各教室をまわっては子供たちの表情
や授業の様子を見た。」
　「新しい学校で父母が期待する教育成果を上げるためには、才能とやる気のある人
材を集めることだと、牧口は考えた。あらゆるつてを頼り、全国から教員を募集した。
北は樺太から南は台湾まで、定員2６名に1５0人を超える応募があった。」
　「牧口の採用基準は、『真面目であること』『大きな希望をもっていること』『何かひ
とつ特技を持っていること』」
　「選んだ教師たちと自由に話し合いながら、学校の年間目標を立て授業研究の計画
を立てていった。大正小に集まった教師たちの誰もが牧口のもとで理想の教育を実践
しようと息吹にあふれていた。」
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　「学校にこない子供も多く、子供たちの家を一軒一軒訪ねては、家庭の様子を聞き、
教育の大切さを訴えて歩いた。何より親の理解が大切だと考えてのことだ。」
　「牧口の人脈は驚くほど広く、教育界や地理学者の仲間だけでなく官界や政界にも
知人がかなりいた。こと自分の人事についてはそうした友人を頼ろうとはしなかっ
た。」
　「牧口は、教育の質は、ひとえに教師の質にかかっていると考えていた。」
　「子供にとって、わかりやすく興味をもたせる授業ができるように、教師は常に自
らの教育技術をみがいていかなければならない、というのが持論だった。」
　「教師は広くものを学び、また自分の授業を反省する姿勢をわすれてはならないと、
いつも口にした。」
　「牧口は、毎週月曜日の放課後の時間を、教師自身が自らをみがく場としてあてる
ことにした。この時間に教師たちは、みんなで教育書を読みあったり、それぞれのテー
マで研究発表したりした。時には、学者や専門家を呼び、講義を受けることもあった。
牧口自身、内外の教育書や哲学書などを精力的に読み、さらには英語の勉強も続けて
いた。」
　「彼の姿は、言葉を超えて、白金小の教師たちに啓発を与えた。牧口は独自に考案
した新しい教授法も教師たちと共有し、実際に教室で試していった。決して校長命令
というような押しつけではなく、教師たちにその教授法の内容とねらいを説明し、何
回もの議論を重ねて理解を得てのことだった。例えば、文型応用主義の作文指導だ。
それを実践したクラスでは、確かに子供たちの作文の上達が早くなった。手本の字の
輪郭や鉛筆で写して、字の形を覚えさせる習字の教授法である『かご書き』や、字の
骨格を写しそれをなぞって書く『骨書き』、デッサンを強調した図画の教授法も、教
師たちとの議論の中で、さらに完成度が高まっていった。」
　「牧口は常々、子供たちに、「魚が自ら出たら死ぬように、人間も社会を離れて生活
できない。」と語っていた。彼は社会性、つまり共同生活や社会生活を大切にする心
を身につけさせることも教育の大きな柱だと考えていた。」
　「子供たちと接するときの牧口は、いつでもニコニコと優しいまなざしをたたえて
いた。」
　「教師は子供たちの庇（ひさし）でなければならない。それが牧口の信念であった。
あふれるような愛情で、どの子も等しくかわいがっていた。少し、前かがみに歩く牧
口は、常に何かを思索しているようだった。だが、登校する子供に会うと、途端に表
情を崩し、気さくに声をかけた」
　「校庭で石投げをしていて、誤って教室のガラスの窓を割った子供がいた。真っ青
になって母親と校長室に謝りに行くと、牧口は静かにこんな話をした。『石を投げて
遊んでいるときは、まさか窓ガラスを割るとは思わなかったのでしょう。石は重いが
けず、遠くに飛ぶことがあるんです。それがよくわかったでしょう。これから気をつ
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けるんですよ。』」
　「牧口は、どの子に対しても、いつも丁寧な言葉遣いをした。『〇〇さん』と必ず『さ
ん』づけで呼んだ。子供を一人の人格として認めていた。」
　今回、このような場やテーマを与えていただいたことで、自分の人生を振り返り、
教職大学院へのかかわりを感じながら、また創価大学のルーツである牧口先生の行動
を通して、副校長としての決意をすることができました。本当に感謝申し上げます。
「創価同窓の連帯こそ世界をつなぐ金の橋である。」との創立者のお言葉を胸に今後も
頑張って参ります。ご静聴ありがとうございました。
引用
　・牧口常三郎─創価教育の源流　2001年11月18日　潮出版社
